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　今回のキコニアレターの巻頭記事は、栃木県小山市におけ
る野外コウノトリの繁殖と地域での取り組みについて寄稿いた
だきました。コウノトリは2007年に初の野外繁殖（豊岡市百合
地）が確認され、以来15年、繁殖地は全国へと広がりを見せて
います。小山市は東日本で最初の繁殖地であり、今年も昨年に
引き続き2年連続でヒナの巣立ちが確認されています。今年の
キコニアレターでは、全国各地のコウノトリの保全や自然との
共生に向けた様々な取り組みを紹介し、次の繁殖地を目指す
皆様のお役に立てるような情報をお伝えできればと思います。

　　　　　　　　　　◎神戸から［2時間10分］
　　　　　　　　　　姫路から［1時間45分］
　　　　　　　　　　最寄り 但馬空港ＩＣから20分
◎ＪＲ山陰本線「豊岡駅」から4.5km
全但バス（コウノトリの郷公園・法花寺・下の宮行き）
◎コウノトリ但馬空港から12km

コウノトリに見守られる渡良瀬遊水地 KOKUBO Satoshi

小久保智史

地域での取組
　コウノトリの生息地保全にもつながる湿地保全に向けた
外来植物の除去作戦、採餌環境としてのふゆみずたんぼ・
なつみずたんぼ・有機農業、そして水田ビオトープへのチャ
レンジ、兵庫・豊岡との交流、関東圏における千葉・野田や
埼玉・鴻巣をはじめとする自治体間連携など多角的な活動
を展開しています。地域経済にも寄与するマルシェや商品
開発、エコツアーの創出も始まっています。
　
地域の声
　「環境にやさしい米づくりで、田んぼに生きものが増え、コ
ウノトリの役に立っているなら嬉しい限り。」（地元の農家）、
「コウノトリの存在は、小山の自然環境が最高で、人にとっ
ても住みよいことの証明。」（見守りボランティア）。コウノトリ
の飛来は、人、そして地域に変化をもたらしています。
　
ともに悩み、前に…
　初めて野外繁殖した2020年の秋に突然訪れたメス親
の死、ごみのポイ捨てや路上駐車といった見学者による観
察マナーの問題。日々、コウノトリは私たちに課題を投げか
けてきます。一度は棲めない地域にしてしまったコウノトリへ
の恩返しに私たちは何をしていくべきか悩み考えさせられ
ますが、ステークホルダー
のみなさんとともに課題と
向き合い、少しずつ前に
進んでいます。
　

これから目指すもの
　地域のシンボルとなったコウノトリ。コウノトリが棲むように
なってもたらされた数々の恵み、地域固有の生態系サービ
スは地域への愛着の醸成につながる尊いものです。
　小山市では、地域の想いを聞き取り、「大切なもの」を次
世代に残していくため、マルチステークホルダーによる対
話・協働に主眼を置いたまちづくりを始めています。
　コウノトリに見守られた渡良瀬遊水地と周辺地域が一つ
となった取組が地域を元気にする、まちを永続させるひとつ
の形であると信じて。

ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦　提供：小山市自然共生課

左から、今年巣立った幼鳥J0425（愛称：セラ）
オス親J0128（愛称：ひかる） 幼鳥J0424（愛称：ひなた）
提供：小山市自然共生課

コウノトリ朝日に輝く
撮影：写真家  堀内洋助氏

小山市  総合政策部  自然共生課

　関東平野の航空写真に浮かび上がるハート型の水面と緑色の草原。
ラムサールサイト「渡良瀬遊水地」は、大空を舞うコウノトリからみても居心地がよさそうに見えるのでしょう。
　コウノトリが数十年ぶりに飛来してから、10年ほど。東日本では唯一確認できる野外繁殖地となった遊水地内に設置
した人工巣塔では、今年もヒナが生まれ、無事に巣立ちを迎えました。

ふるさとひょうご寄附金で
コウノトリ野生復帰プロジェクトを応援してください。

　当園では全国の皆さまのご協力を得ながらコウノトリの保護増殖と野生復帰に取り組んできました。しかし、
まだ道半ばの状態にあり、特に昨今では飛来地や繁殖地が全国的に拡大したことで、当園の技術的支援の必要性
が高まっています。また、野外コウノトリの増加に伴い、救護個体の増加や近親婚の発生など新たな課題への対
応や、遺伝的な多様性確保のための国内外の施設とのさらなる連携が重要となってきています。
　これらの取組を進めていくためにも本プロジェクトへのご賛同・ご支援をお願いいたします。本プロジェクト
の詳しい内容は、郷公園HPに掲載しています。

秋のイベント案内
　非公開エリア  秋の特別ガイドウォーク
令和４年９月１１日㈰　１０：００～１１：３０　１３：３０～１５：００
園内の動植物や、非公開エリアを案内し、コウノトリ
の保護増殖と野生復帰を学びます。

　第３回  飼育コウノトリへの給餌体験
令和４年９月２４日㈯　１３：００～１５：３０
非公開エリアで飼育するコウノトリの、餌の配合や給
餌を体験しコウノトリについて学びます。

　郷公園デー  ～非公開エリア特別公開～
令和４年１０月２９日㈯・３０日㈰　９：００～１５：００　
「郷公園スタンプラリー」
非公開エリアを含む郷公園全体を回ってスタンプを
集めます。　　

「コウノトリの診療所」
コウノトリの治療室と手術室を公開します。 

「コウノトリ野生復帰の舞台裏」
飼育活動を非公開エリアで飼育員が解説をします。

ふるさとチョイス 寄附申出書 ご不明な点がございましたら、郷公園まで
お気軽にお問い合わせください。

申し込み方法

１. ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」
 による申し込み

２. 寄附申出書による申し込み

・郷公園情報誌「キコニアレター」の定期送付
（寄附をした翌年度の３月まで）
・郷公園オリジナルグッズの進呈
（兵庫県外にお住まいの方が対象です）
・飼育コウノトリの命名権

特　典　例

令和３年度は、１８件のご寄附をいただき、合計額は３８４，３００円となりました。（令和４年３月３１日時点）
引き続き兵庫県立コウノトリの郷公園では、プロジェクトに賛同いただき、ご支援いただける方を募っています。

ご報告と
お礼
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足環って何だろう?
　　
足環ってどんなもの?
　金属製のリングが、コウノトリの足関節の上につ
いています。長持ちするようにアルミ合金でできて
おり、1つの重さが約9gです。色は5色あり、黒、
黄、赤、青、緑でこの中から片脚に2色ずつ、計4色
の色を組み合わせています。足の太さによってはプ
ラスチック製のリングをつけることもあります。

どうすれば足環から個体情報が分かるの?
　足環の色や個体番号が分かれば、コウノトリ郷公園のHPの【足環カタログ】やIPPM-OWSが運営している
【コウノトリ個体検索】で調べてみてください。実際に入力してみると、先ほどのJ0241は2019年4月21日
に豊岡市野上巣塔で生まれたオスで、オス親はJ0001、メス親はJ0362であることが分かります。

　個体番号はどうやって決まっているの?
　コウノトリにはそれぞれ【J0241】などの個体番
号がついています。これは、足環の5色の色を数字
に置き換えて5進法で番号を表しています。黒が
0、黄が1、赤が2、青が3、緑が4ですので、右上か
ら順番に黄･緑、左上から青･黄の時は【5³=125×
黄1、5²=25×緑4、5¹=5×青3、5⁰=1×黄1】を全
て足して241と決まっています。

今回は、コウノトリが足につけている足環について紹介します。
足環のことを知れば、コウノトリの観察をさらに楽しむことができますよ。

歴史に探る
ヒトとコウノトリの「共生」
：ソシオ研究部の取り組み
　コウノトリの営巣地は全国15
箇所（2022年現在）へと広が
り、野生復帰は新たな段階を迎え
つつあります。あらためてコウノ
トリとのつきあい方を考えてみる
時が来ているように思われます。
ヒトとコウノトリの共生は何かと
いう問いですが、ソシオ研究部で
はそのヒントを過去の社会から得
られないかを研究しています。
　その一例として出石の鶴山（桜
尾山）に注目しています。大正
1 0（ 1 9 2 1）年から昭和2 6
（1951）年まで「鶴山鸛繁殖
地」として天然紀念物に指定され
た場所です。当時の記録によれ
ば、日清・日露戦争の頃に飛来して巣をかけはじめた
コウノトリが戦勝の瑞兆と珍重され、各界の著名人か
らも書詩が寄せられて一挙に有名になりました。鶴山
には茶屋が設けられ、松に営巣するコウノトリを愛で
る人びとで賑わいました。その風景は絵葉書の題材と
なり、旅行ガイドに観光名所として記されたこともあ
りました。
　太古の昔、入江であったこの一帯はその後、低湿地
の原野が広がるコウノトリの生息適地に変わりまし
た。さらにヒトの定住後、長い年月をかけて耕地（水
田）化が進みますが、江戸時代には出石藩によって領
内にいくつかの禁漁地が設けられました。これはコウ
ノトリの餌場確保という点でプラスに働いたものと推
測されます。殺生を避けるという仏教的な観点による
規制は、現代の保護とは理念がまったく異なります
が、結果としてコウノトリの「保護」に寄与していた
ことになります。桜尾山も当時は藩の御留山として管
理され、藩主が憩う茶亭がありました。おそらく当時
からコウノトリが飛来・営巣していたのでしょう。日
清戦争時の飛来を十数年振りと書きのこした記録から
想像すると、明治初頭の銃猟解禁で一時的にその数を
大きく減らしたようです。鶴と同一視され、瑞鳥とも
てはやされたコウノトリですが、一方で水田を荒らす

害鳥として、しばしば農民たちからは疎まれました。
ヒトとコウノトリの関係とは、時代によっても、立場
によっても異なっていたのです。
　歴史をひもといてみれば、ヒトと生き物の関係と
は、実はこうした振幅や緊張をつねにはらんでいま
す。むしろこれこそが「共生」の真の姿ではないで
しょうか。とするならば、私たちがコウノトリととも
に生きていくことのありようや意味、教訓は、実は先
人たちの営みから見えてくるのかもしれません。

NAKAI Atsushi

中井　淳史

兵庫県立大学大学院
　地域資源マネジメント研究科 教授
兵庫県立コウノトリの郷公園
　ソシオ研究部長

　どうやって足環をつけるの?
　コウノトリは、高い巣の上で繁殖をしますので、
ヒナが生後43日前後になると、高所作業車を使っ
て一時的に捕獲して地上で足環をつけてから、また
巣に戻します。足環をつける時に、体重測定や、体
温・脈拍の計測などの健康チェックや羽毛・血液の
採取を同時に行い、性別なども調べます。

　なんで足環をつけるの?
　コウノトリを1羽ずつ区別する（個体識別）のた
めに、足環をつけています。コウノトリは見た目で
はオスかメスかも分かりません。そこで、足環で識
別することで、性別や年齢、ふ化した場所や親や兄
弟との血縁関係などが足環から分かります。日本国
内のコウノトリは親せきが多いため、足環をつけて
観察することで、近親婚を防ぐことに役立ちます。
また、個体を識別
できるので、今ど
の個体がどこにい
るかが分かり、観
察している人も愛
着を持ってくれて
います。

出石鶴山のコウノトリ（戦前の絵葉書）

コウノトリ
個体検索
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　尋常でない猛暑が続く。刺す
ように照りつける日差しのなか
で、郷公園やキャンパスは濃密な
草いきれに包まれてゆく。外をみ
ればコウノトリの若鳥たちは巣立
ちにむけて飛翔や採餌の稽古
に、われらが学生たちは野山の
調査に余念がない。厳しい暑さ
をものともせず、若 し々い生命力
に満ちあふれている。努力の果
実を得て大空を自在に羽ばたく
季節はすぐそこだ。

（望鸛生）
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は、実はこうした振幅や緊張をつねにはらんでいま
す。むしろこれこそが「共生」の真の姿ではないで
しょうか。とするならば、私たちがコウノトリととも
に生きていくことのありようや意味、教訓は、実は先
人たちの営みから見えてくるのかもしれません。

NAKAI Atsushi

中井　淳史

兵庫県立大学大学院
　地域資源マネジメント研究科 教授
兵庫県立コウノトリの郷公園
　ソシオ研究部長

　どうやって足環をつけるの?
　コウノトリは、高い巣の上で繁殖をしますので、
ヒナが生後43日前後になると、高所作業車を使っ
て一時的に捕獲して地上で足環をつけてから、また
巣に戻します。足環をつける時に、体重測定や、体
温・脈拍の計測などの健康チェックや羽毛・血液の
採取を同時に行い、性別なども調べます。

　なんで足環をつけるの?
　コウノトリを1羽ずつ区別する（個体識別）のた
めに、足環をつけています。コウノトリは見た目で
はオスかメスかも分かりません。そこで、足環で識
別することで、性別や年齢、ふ化した場所や親や兄
弟との血縁関係などが足環から分かります。日本国
内のコウノトリは親せきが多いため、足環をつけて
観察することで、近親婚を防ぐことに役立ちます。
また、個体を識別
できるので、今ど
の個体がどこにい
るかが分かり、観
察している人も愛
着を持ってくれて
います。

出石鶴山のコウノトリ（戦前の絵葉書）

コウノトリ
個体検索
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　尋常でない猛暑が続く。刺す
ように照りつける日差しのなか
で、郷公園やキャンパスは濃密な
草いきれに包まれてゆく。外をみ
ればコウノトリの若鳥たちは巣立
ちにむけて飛翔や採餌の稽古
に、われらが学生たちは野山の
調査に余念がない。厳しい暑さ
をものともせず、若 し々い生命力
に満ちあふれている。努力の果
実を得て大空を自在に羽ばたく
季節はすぐそこだ。

（望鸛生）

　尋常でない猛暑が続く。刺す
ように照りつける日差しのなか
で、郷公園やキャンパスは濃密な
草いきれに包まれてゆく。外をみ
ればコウノトリの若鳥たちは巣立
ちにむけて飛翔や採餌の稽古
に、われらが学生たちは野山の
調査に余念がない。厳しい暑さ
をものともせず、若 し々い生命力
に満ちあふれている。努力の果
実を得て大空を自在に羽ばたく
季節はすぐそこだ。

（望鸛生）
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「コウノトリからの手紙」を意味する造語です　※コウノトリの学名「キコニア・ボイキアナ」

2022.8.31発行 No.30

04教Ⓟ2-012A4

コウノトリの個体数（2022.7.31 時点）
飼育 野外

計明不スメスオ名点拠・設施
兵庫県立コウノトリの郷公園
附属飼育施設コウノトリ保護増殖センター
養父市伊佐拠点
朝来市三保拠点
計

計明不スメスオーリゴテカ

兵庫県放鳥
兵庫県野外巣立ち
野生個体
他府県放鳥
他府県野外巣立ち等
計
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HP FB

開園時間 : 9:00～17:00
休 園 日 : 毎週月曜日

（休日に当たるときはその翌日）
12月28日～1月4日

京都
丹後
鉄道

至玄武洞

((

但馬空港
　ＩＣ

編集後記

（自然解説員　白岩雅之）

4

　今回のキコニアレターの巻頭記事は、栃木県小山市におけ
る野外コウノトリの繁殖と地域での取り組みについて寄稿いた
だきました。コウノトリは2007年に初の野外繁殖（豊岡市百合
地）が確認され、以来15年、繁殖地は全国へと広がりを見せて
います。小山市は東日本で最初の繁殖地であり、今年も昨年に
引き続き2年連続でヒナの巣立ちが確認されています。今年の
キコニアレターでは、全国各地のコウノトリの保全や自然との
共生に向けた様々な取り組みを紹介し、次の繁殖地を目指す
皆様のお役に立てるような情報をお伝えできればと思います。

　　　　　　　　　　◎神戸から［2時間10分］
　　　　　　　　　　姫路から［1時間45分］
　　　　　　　　　　最寄り 但馬空港ＩＣから20分
◎ＪＲ山陰本線「豊岡駅」から4.5km
全但バス（コウノトリの郷公園・法花寺・下の宮行き）
◎コウノトリ但馬空港から12km

コウノトリに見守られる渡良瀬遊水地 KOKUBO Satoshi

小久保智史

地域での取組
　コウノトリの生息地保全にもつながる湿地保全に向けた
外来植物の除去作戦、採餌環境としてのふゆみずたんぼ・
なつみずたんぼ・有機農業、そして水田ビオトープへのチャ
レンジ、兵庫・豊岡との交流、関東圏における千葉・野田や
埼玉・鴻巣をはじめとする自治体間連携など多角的な活動
を展開しています。地域経済にも寄与するマルシェや商品
開発、エコツアーの創出も始まっています。
　
地域の声
　「環境にやさしい米づくりで、田んぼに生きものが増え、コ
ウノトリの役に立っているなら嬉しい限り。」（地元の農家）、
「コウノトリの存在は、小山の自然環境が最高で、人にとっ
ても住みよいことの証明。」（見守りボランティア）。コウノトリ
の飛来は、人、そして地域に変化をもたらしています。
　
ともに悩み、前に…
　初めて野外繁殖した2020年の秋に突然訪れたメス親
の死、ごみのポイ捨てや路上駐車といった見学者による観
察マナーの問題。日々、コウノトリは私たちに課題を投げか
けてきます。一度は棲めない地域にしてしまったコウノトリへ
の恩返しに私たちは何をしていくべきか悩み考えさせられ
ますが、ステークホルダー
のみなさんとともに課題と
向き合い、少しずつ前に
進んでいます。
　

これから目指すもの
　地域のシンボルとなったコウノトリ。コウノトリが棲むように
なってもたらされた数々の恵み、地域固有の生態系サービ
スは地域への愛着の醸成につながる尊いものです。
　小山市では、地域の想いを聞き取り、「大切なもの」を次
世代に残していくため、マルチステークホルダーによる対
話・協働に主眼を置いたまちづくりを始めています。
　コウノトリに見守られた渡良瀬遊水地と周辺地域が一つ
となった取組が地域を元気にする、まちを永続させるひとつ
の形であると信じて。

ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦　提供：小山市自然共生課

左から、今年巣立った幼鳥J0425（愛称：セラ）
オス親J0128（愛称：ひかる） 幼鳥J0424（愛称：ひなた）
提供：小山市自然共生課

コウノトリ朝日に輝く
撮影：写真家  堀内洋助氏

小山市  総合政策部  自然共生課

　関東平野の航空写真に浮かび上がるハート型の水面と緑色の草原。
ラムサールサイト「渡良瀬遊水地」は、大空を舞うコウノトリからみても居心地がよさそうに見えるのでしょう。
　コウノトリが数十年ぶりに飛来してから、10年ほど。東日本では唯一確認できる野外繁殖地となった遊水地内に設置
した人工巣塔では、今年もヒナが生まれ、無事に巣立ちを迎えました。

ふるさとひょうご寄附金で
コウノトリ野生復帰プロジェクトを応援してください。

　当園では全国の皆さまのご協力を得ながらコウノトリの保護増殖と野生復帰に取り組んできました。しかし、
まだ道半ばの状態にあり、特に昨今では飛来地や繁殖地が全国的に拡大したことで、当園の技術的支援の必要性
が高まっています。また、野外コウノトリの増加に伴い、救護個体の増加や近親婚の発生など新たな課題への対
応や、遺伝的な多様性確保のための国内外の施設とのさらなる連携が重要となってきています。
　これらの取組を進めていくためにも本プロジェクトへのご賛同・ご支援をお願いいたします。本プロジェクト
の詳しい内容は、郷公園HPに掲載しています。

秋のイベント案内
　非公開エリア  秋の特別ガイドウォーク
令和４年９月１１日㈰　１０：００～１１：３０　１３：３０～１５：００
園内の動植物や、非公開エリアを案内し、コウノトリ
の保護増殖と野生復帰を学びます。

　第３回  飼育コウノトリへの給餌体験
令和４年９月２４日㈯　１３：００～１５：３０
非公開エリアで飼育するコウノトリの、餌の配合や給
餌を体験しコウノトリについて学びます。

　郷公園デー  ～非公開エリア特別公開～
令和４年１０月２９日㈯・３０日㈰　９：００～１５：００　
「郷公園スタンプラリー」
非公開エリアを含む郷公園全体を回ってスタンプを
集めます。　　

「コウノトリの診療所」
コウノトリの治療室と手術室を公開します。 

「コウノトリ野生復帰の舞台裏」
飼育活動を非公開エリアで飼育員が解説をします。

ふるさとチョイス 寄附申出書 ご不明な点がございましたら、郷公園まで
お気軽にお問い合わせください。

申し込み方法

１. ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」
 による申し込み

２. 寄附申出書による申し込み

・郷公園情報誌「キコニアレター」の定期送付
（寄附をした翌年度の３月まで）
・郷公園オリジナルグッズの進呈
（兵庫県外にお住まいの方が対象です）
・飼育コウノトリの命名権

特　典　例

令和３年度は、１８件のご寄附をいただき、合計額は３８４，３００円となりました。（令和４年３月３１日時点）
引き続き兵庫県立コウノトリの郷公園では、プロジェクトに賛同いただき、ご支援いただける方を募っています。

ご報告と
お礼

28
15
1
0

28
18
1
0

1
3
0
0

57
36
2
0
9544744

17
70
0
11
49

14
90
1
6
51

0
0
0
0
0

31
160
1
17
100
3090162147


	ciconia30_p1
	ciconia30_p2
	ciconia30_p3
	ciconia30_p4



